
2020

令和元年度の決算をお知らせします ❶～❹　大和高田市職員採用試験案内／市立看護専門学校　令和3年度学生募集 ❺　
まちの話題 ❻　女性に対する暴力をなくす運動／インターネット公売の実施 ❼　
手話／ズームアップ！まちづくり団体／COCOA ❽　指名手配被疑者の検挙にご協力を　他 ❾　　
消費生活センターから ❿　いま、市立病院では ⓫　人権シリーズ ⓬　BOOKサロン ⓭　各種相談 ⓮

本を入れ、ボタンを押して30秒待つだけで除菌。
安心して本を借りられる図書除菌機を設置しました。

（10月14日撮影：市立図書館）
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   令和元年度の 決　算 をお知らせします
◎
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、５
億
６
、７
９
２
万
３
千
円
の
黒
字
と
な
り
、そ
こ
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
し
て
使
う
財
源
５
、５
９
６
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
額
は
、５
億
１
、１
９
６
万
３
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
、『
新
庁
舎
建
設
事
業
』、『
小
・
中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
』、『
高
田
西
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
』な

ど
の
継
続
事
業
に
加
え
て
、『
外
国
人
講
師
派
遣
事
業【
拡
充
】』や『
高
田
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業
』な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
、健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

前
年
度
比　
3.5
％
増

２
８
０
億
6
、８
４
２
万
７
千
円

一
般
会
計
決
算
歳
入

◇
歳
入
の
決
算
状
況

歳
入
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
決
算
額
と

比
較
し
て
約
９
億
４
、９
０
０
万
円
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
項
目
で
は
、市
税【
表
1
】に
お
い
て
、

市
民
税（
個
人・法
人
）で
約
３
、１
０
０
万
円

の
増
収
、固
定
資
産
税・
都
市
計
画
税
で
約

６
、８
０
０
万
円
の
増
収
と
な
る
な
ど
、市
税

収
入
全
体
で
は
約
１
億
９
０
０
万
円
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、地
方
譲
与
税
等
に
含
ま
れ
る
地
方

消
費
税
交
付
金
は
約
５
、３
０
０
万
円
の
減

収
と
な
っ
た
も
の
の
、地
方
特
例
交
付
金
が

約
１
億
８
０
０
万
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、地
方
譲
与
税
等
全
体
で
は
約
３
、５
０
０

万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、地
方
交
付
税
つ
い
て
も
、普
通
交
付

税
に
お
い
て
、社
会
保
障
関
係
経
費
が
充
実

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
り
、約
２
億

９
、５
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

歳入 決算額 前年度対比 構成比
市税　注 1 68億　160万4千円 1.6% 24.3%
地方譲与税等 14億　168万9千円 2.6% 5.0%
地方交付税 73億4,215万4千円 4.2% 26.2%
分担金及び負担金 2億9,050万3千円 ▲8.9% 1.0%
使用料及び手数料 7億8,203万8千円 ▲4.4% 2.8%
国庫 ･ 県支出金　 62億6,849万5千円 9.6% 22.3%
財産収入 3,295万6千円 ▲14.5% 0.1%
繰越金 10億1,159万7千円 ▲41.7% 3.6%
繰入金 3億1,946万2千円 ▲73.4% 1.2%
諸収入等 3億3,582万9千円 ▲12.9% 1.1%
市債　　　 34億8,210万0千円 94.0% 12.4%

合　計 280億6,842万7千円 3.5% 100.0%
注１　市税は前年度より1億924万円の増収

一般会計決算収支額の推移
年度 実質収支額 単年度収支額

平成17年度 ▲9億4,541万6千円 ▲2,277万4千円
平成18年度 ▲9億6,066万1千円 ▲1,524万5千円
平成19年度 ▲8億6,410万6千円 9,655万5千円
平成20年度 ▲7億6,435万8千円 9,974万8千円
平成21年度 ▲5億5,055万0千円 2億1,380万8千円
平成22年度 1億9,816万7千円 7億4,871万7千円
平成23年度 8億 678万8千円 6億 862万1千円
平成24年度 10億2,115万2千円 2億1,436万4千円
平成25年度 12億2,762万9千円 2億 647万7千円
平成26年度 13億3,193万8千円 1億 430万9千円
平成27年度 12億1,131万3千円 ▲1億2,062万5千円
平成28年度 12億3,638万4千円 2,507万1千円
平成29年度 16億6,845万8千円 4億3,207万4千円
平成30年度 8億8,723万8千円 ▲7億8,122万0千円
令和元年度 5億1,196万3千円 ▲3億7,527万5千円

※単年度収支額･･･本年度から前年度の実質収支額を差し引いたもの

【表1】
市税と市税収納率（現年度分）の推移

〈市税の内訳〉
　市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税

※平成19年度市税収入は、税源移譲により、所得譲与税
　4億8,500万円が市税へ振替

市　税市　税

地方譲与税等
地方交付税地方交付税

分担金及び負担金使用料及び手数料

国庫･県支出金国庫･県支出金

財産収入

繰越金

繰入金
諸収入等

市債市債

歳入
280億6,842万7千円
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人件費人件費

扶助費扶助費
物件費物件費

公債費公債費普通建設事業費普通建設事業費
維持補修費

歳出
275億50万4千円

補助費等補助費等

繰出金繰出金

積立金

   令和元年度の 決　算 をお知らせします
◇
歳
出
の
決
算
状
況

歳
出
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
決
算
額
と

比
較
し
て
約
18
億
４
、３
０
０
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
項
目
で
は
、義
務
的
経
費
の
う
ち
扶

助
費
に
お
い
て
は
、障
害
者
自
立
支
援
事
業

費
や
児
童
扶
養
手
当
の
増
加
な
ど
が
影
響

し
、約
２
億
５
、３
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、公
債
費
に
お
い
て
は
、実
質

の
元
利
償
還
金
で
、約
１
、２
０
０
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、普
通
建
設
事
業
で
は
、『
新
庁
舎
建

設
事
業
』『
小・中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
』

『
大
和
高
田
当
麻
線
街
路
事
業
』な
ど
の
継
続

事
業
に
加
え
、新
た
に『
高
田
温
泉
さ
く
ら
荘

屋
根
改
修
事
業
』『
高
田
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
整
備
事
業
』に
着
手
し
ま
し
た
。

市
債
残
高
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度
は
、

新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費

が
増
加
し
た
た
め
、普
通
交
付
税
の
代
替
措

置
で
あ
る「
臨
時
財
政
対
策
債
」を
除
く
市
債

は
増
加
し
て
お
り
、令
和
元
年
度
末【
表
2
】

で
約
１
０
９
億
４
、８
０
０
万
円
と
な
り
、前

年
度
と
の
比
較
で
は
、約
13
億
４
、７
０
０
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、平
成
17
年

度
末
と
の
比
較
で
は
約
１
３
０
億
４
、０
０

０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
７
５
億
５
０
万
４
千
円

前
年
度
比　
7.2
％
増

一
般
会
計
決
算
歳
出

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

一般会計 239.9 218.8 198.5 180.6 169.6 155.0 145.1 137.6 127.5 122.8 117.7 110.4 101.8 96.0 109.5

臨時財政
対 策 債 43.6 50.0 55.2 59.3 66.1 77.0 84.4 91.8 99.0 104.5 108.7 110.3 112.0 112.8 111.4

合　計 283.5 268.8 253.7 239.9 235.7 232.0 229.5 229.4 226.5 227.3 226.4 220.7 213.8 208.8 220.9

※臨時財政対策債とは、普通交付税の代替措置であり、その元利償還金の全額は、
　後年度の普通交付税で補てんされる。

H26 H27 H28 H29 H30 R1

財政調整基金 9.2 11.2 11.2 11.2 8.3 12.8

庁舎整備基金 17.8 23.8 23.8 23.2 22.6 19.5

退職手当基金 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

ふるさと
大和高田応援基金 0.1 0.2 0.2 0.3 0.4 0.5

その他の基金 0.2 0.2 0.2 0.3 0.5 0.6

合　計 29.3 37.4 37.4 37.0 33.8 35.4

【表2】　地方債現在高の状況 （単位：億円）

【表3】　基金残高の推移 （単位：億円）

【表4】　人件費と職員数（退職手当を除く）
 （各年４月１日時点）

歳出 決算額 前年度対比 構成比 
人件費 43億9,802万0千円 ▲0.2% 16.0%
扶助費 63億4,143万8千円 4.2% 23.1%
公債費　注1 24億2,749万6千円 ▲1.1% 8.8%
普通建設事業費 45億3,189万7千円 161.4% 16.4%
物件費 35億4,116万2千円 1.2% 12.9%
維持補修費　　　　 8,512万2千円 17.2% 0.3%
補助費等　　　 36億2,019万3千円 ▲3.5% 13.2%
繰出金 25億2,208万7千円 ▲7.5% 9.2%
積立金 3,308万9千円 ▲96.2% 0.1%

合　計 275億　  50万4千円 7.2% 100.0%
注１　市債の元利償還金である公債費は実質額で1,206万円の減

◎
人
件
費
と
職
員
数
の
推
移

　
職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、数
次
に
わ
た

る
行
財
政
改
革
や
平
成
22
年
度
よ
り
取
り
組
ん
だ

「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｈ
22
～

Ｈ
24
）」に
よ
り
、管
理
職
早
期
退
職
者
制
度
に
よ
る

職
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
、地
域
手
当
や
管
理
職
手

当
の
削
減
、特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
な
ど
を
実
施

し
、総
人
件
費
の
抑
制
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、平
成
17
年
度
と
令

和
元
年
度
と
の
比
較
で
、人
件
費
を
10
億
２
、０
０

０
万
円（
20・
0
％
）削
減
し
ま
し
た（
平
成
19
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
は
3
％
、平
成
24
年
度
は

１・５
％
の
職
員
給
料
の
カ
ッ
ト
も
併
せ
て
行
い
ま

し
た
）。

　
ま
た
、職
員
数
に
つ
い
て
も
、令
和
2
年
4
月
ま
で

の
15
年
間
で
38
人
の
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す（
一
般

会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）。【
表
4
】

平成
31年
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524人524人 544人544人

49.3
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46.6
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表
す
健
全
化
判
断
比

率
等
の
公
表
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
指
標
が
一
定
の
基
準
値
を
超
え
る
と
、財
政
が
危
機
的
な

状
態
で
あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」や「
財
政
再
生
団
体
」と
な

り
、国
、県
の
指
導
の
も
と
に
財
政
再
建
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
は
、全
て
の
指
標
に
お
い
て
、国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
値
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
以
降
も
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
、将
来

を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す（
※
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
市
役
所
３
階
法

務
情
報
課
内
情
報
公
開
室
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

○�

小
・
中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業

　
（
Ｈ
30
～
Ｒ
１
年
度　

総
工
費　

９
億
５
、１
３
３
万
円
）

　

�

市
内
の
各
小・中
学
校
の
教
室
に
空
調
設
備
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

○�

外
国
人
講
師
派
遣
事
業【
拡
充
】（
１
、９
９
１
万
円
）

　

�

市
内
の
幼
稚
園
、小・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
に
外
国
人

講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
き
た
外
国
語
や
外
国
文

化・生
活
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

○�

高
田
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業（
３
、５
０
９
万
円
）

　
高
田
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
新
規
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

市の「財政健全度」についてのお知らせ

特
別
会
計
決
算

会計名 収入済額 支出済額 差引額 繰越財源 実質収支額

国民健康保険事業 75億9,130万7千円 72億1,526万3千円 3億7,604万4千円 0 3億7,604万4千円

国民健康保険天満診療所 1億1,636万0千円 1億1,622万6千円 13万4千円 0 13万4千円

駐車場事業 1,952万2千円 3億5,573万1千円 ▲3億3,620万9千円 0 ▲3億3,620万9千円

介護保険事業 63億7,581万6千円 62億4,252万0千円 1億3,329万6千円 0 1億3,329万6千円

後期高齢者医療保険事業 8億6,375万9千円 8億6,050万3千円 325万6千円 0 325万6千円

合　　　計 149億6,676万4千円 147億9,024万3千円 1億7,652万1千円 0 1億7,652万1千円

「地方公共団体の健全化に関する法律」に基づき、財政破綻を未然に防ぐため、自治体の財政健全度を示す指標について
下記のとおりお知らせします
○健全化判断比率の状況 （単位：％）

（単位：％）

指標 R1年度 Ｈ30年度 Ｈ29年度 R1－H30
増減　※1

早期健全化団体
基準値　※2

財政再生団体
基準値　※3 指標の内容

実質赤字比率 ▲3.43 ▲6.04 ▲9.53 2.61 12.80 20.00 一般会計等の一年間の会計に占め
る赤字の割合

連結実質赤字比率 ▲14.82 ▲21.71 ▲27.18 6.89 17.80 30.00 市のすべての会計を合算した一年
間の会計に占める赤字の割合

実質公債費比率 8.8 9.1 9.7 ▲0.3 25.0 35.0 一年間の収入に占める借入金（地
方債）の返済にかかる割合

将来負担比率 43.7 40.0 52.2 3.7 350.0 － 借入金（地方債）や今後の負担の
見込み等の残高を表わす割合

※１　増減の▲表示は前年度より数値が好転したことを示します　※２　早期健全化団体基準値…この値を超えるとイエローカードです
※３　財政再生団体基準値…この値を超えるとレッドカードです

○資金不足比率の状況
指標 R1年度 Ｈ30年度 Ｈ29年度 R1－H30

増減　※1
経営健全化団体

基準値　※4 指標の内容

水道事業会計 ▲63.5 ▲55.4 ▲45.2 ▲8.1 20.0 － 水道事業会計の事業の規模に対す
る資金不足額の割合

病院事業会計 ▲5.0 ▲13.6 ▲16.9 8.6 20.0 － 病院事業会計の事業の規模に対す
る資金不足額の割合

下水道事業会計 ▲26.5 ▲31.6 ▲12.7 5.1 20.0 － 下水道事業会計の事業の規模に対
する資金不足額の割合

※４　経営健全化団体基準値…この値を超えるとイエローカードです
大和高田市は基準を全てクリアしています

◎
市
の
財
政
指
標
の
公
表

◎
主
な
事
業
内
容　

空調設備設置事業

外国人講師派遣事業

高田中学校テニスコート整備事業
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企
業
会
計
決
算（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

水　道　事　業

病　院　事　業

下 水 道 事 業

水
道
事
業
の
令
和
元
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、２
億

１
、２
１
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
、前
年
度
か
ら
の
繰
越

利
益
剰
余
金
24
万
円
を
合
わ
せ
た
当
年
度
の
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
、２
億
１
、２
３
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
で
は
、水
道
料
金
収
入
が
、人
口
減
少
な

ど
の
影
響
を
受
け
、配
水
量
が
減
少
し
た
た
め
減
少
し

ま
し
た
が
、分
担
金
収
入
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、前
年
度

よ
り
１
、２
８
３
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

費
用
面
に
お
い
て
は
、前
年
度
よ
り
３
、０
７
９
万
円
増

加
し
ま
し
た
。要
因
と
し
て
、受
水
費
や
支
払
利
息
な
ど

は
減
少
し
ま
し
た
が
、償
却
費
や
物
件
費
な
ど
が
増
加

し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、令
和
元
年
度
で
は
、配
水
管
整
備
事
業
と
し
て
、

３
億
５
、２
５
０
万
円（
38
か
所
）の
給
配
水
管
工
事
を

行
い
ま
し
た
。今
後
も
更
に
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
経

費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す

る
た
め
の
諸
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

病
院
事
業
の
令
和
元
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、４
億
79
万

円
の
純
損
失
と
な
り
、公
営
企
業
会
計
制
度
改
正
で
退
職
手

当
給
付
引
当
金（
全
職
員
が
年
度
末
に
退
職
し
た
と
仮
定
し

た
場
合
に
必
要
と
な
る
退
職
手
当
の
総
額
）の
計
上
の
義
務

化
が
大
き
く
影
響
し
た
平
成
26
年
度
か
ら
の
繰
越
欠
損
金

は
、６
億
９
、０
０
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
２
億

８
０
０
万
円
を
資
本
剰
余
金
で
処
理
し
、残
り
の
４
億
８
、２

０
４
万
円
が
翌
年
度
へ
の
繰
越
欠
損
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
で
は
、入
院
収
益
、外
来
収
益
と
も
減
収
と

な
っ
た
た
め
、病
院
事
業
収
益
全
体
で
２
億
９
、８
９
５
万
円

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

収
益
的
支
出
に
お
い
て
は
、人
件
費
、消
費
税
の
増
税
に
伴

う
雑
支
出
の
増
加
に
よ
り
、病
院
事
業
費
用
全
体
で
３
、６
８

３
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
面
で
は
、病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
は
じ
め
と

す
る
計
41
品
目
の
医
療
機
器
と
15
品
目
の
器
具
備
品
を
購
入

し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
一
層
の
医
療
の
質
の
向
上
、ま
た
地

域
で
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま

す
。こ

れ
か
ら
も『
大
和
高
田
市
立
病
院　
公
立
病
院
改
革
プ

ラ
ン
』(

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
が
対
象
期
間)

に
沿
っ

て
継
続
的
に
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
経
営
基
盤
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
令
和
元
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、５
、

７
６
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
利

益
剰
余
金
１
億
１
、８
８
８
万
円
を
合
わ
せ
た
当
年
度

の
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
１
億
７
、６
４
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
で
は
、下
水
道
料
金
収
入
に
つ
い
て
、下

水
道
工
事
の
推
進
に
よ
り
、前
年
度
よ
り
５
５
２
万
円

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、費
用
面
に
お
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
１
、６
０
６
万
円
増
加
し
ま
し
た
。人
件
費

の
増
加
が
主
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、下
水
道
事
業
の
現
況
で
は
、令
和
元
年
度
の
認

可
区
域
内
に
お
け
る
整
備
率
は
60・
３
％
と
な
り
ま
し

た
。今
後
も
、未
整
備
地
区
の
早
期
完
成
を
め
ざ
し
て
事

業
を
推
進
し
、公
共
下
水
道
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

〔
財
政
課　

内
線
２
１
０
〕

水道事業収益内訳　17億3,751万1千円

病院事業収益内訳　74億1,522万5千円

下水道事業収益内訳　13億4,703万0千円

水道事業費用内訳　15億2,537万7千円

病院事業費用内訳　78億1,601万0千円

下水道事業費用内訳　12億8,943万4千円

水道料金収入
15億4,476万6千円

入院収益
43億6,535万8千円

下水道使用料
3億4,961万9千円

外来収益
23億2,897万3千円

雨水処理負担金
3,039万4千円

配水費
9億179万1千円

給与費
45億2,786万4千円

菅渠費
815万9千円

給水費
8,056万2千円

総係費
2億51万0千円

経費
11億1,214万2千円

減価償却費
8億64万2千円

その他営業収益
8,045万3千円

その他医業収益
3億6,864万1千円

その他営業収益
36万9千円

減価償却費
3億101万4千円

医業外費用
3億5,086万1千円

営業外収益
1億1,220万4千円

医業外収益
3億5,195万8千円

営業外収益
9億6,546万7千円

営業外費用
3,375万4千円

減価償却費
4億2,105万4千円

特別損失
179万2千円

営業外費用
2億1,727万5千円

その他
774万6千円

その他
3,185万5千円

その他
1億6,120万1千円

特別利益
8万8千円

特別利益
29万5千円

国庫補助金
40万0千円

県補助金
78万1千円

材料費
13億7,044万2千円

総係費
1億215万7千円
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市
立
看
護
専
門
学
校

令
和
3
年
度
学
生
募
集

▽
募
集
人
員　
30
名（
推
薦
含
む
）

▽
修
業
年
限　
３
年
課
程　
看
護
学
科

▽
受
験
資
格

●�

一
般
入
試
…
次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

�

⑴
高
等
学
校
卒
業
者
、⑵
令
和
３
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
人
、⑶
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人（
学
校
教

育
法
第
90
条
に
該
当
す
る
人
）

●�

社
会
人
入
試
…
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
満
23
歳
以
上

で
、次
の
⑴
ま
た
は
⑵
に
該
当
す
る
人

　

�

⑴
高
等
学
校
卒
業
者
、⑵
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の

学
力
の
あ
る
人（
学
校
教
育
法
第
90
条
に
該
当
す
る
人
）

▽�

受
験
料　
２
０
、０
０
０
円

　
（
指
定
の
受
験
料
納
付
書
で
、銀
行
振
込
）

▽�

願
書
受
付
期
間	

12
月
16
日
㈬
～
令
和
３
年
１
月
６
日
㈬

【
必
着
】

▽�

試
験
日　
令
和
３
年
１
月
13
日
㈬ 

午
前
９
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　
市
立
看
護
専
門
学
校

※�

出
願
書
類
、出
願
手
続
き
、試
験
科
目
な
ど
、詳
し
く
は
市

立
看
護
専
門
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

ym
-hp.yam

atotakada.nara.jp/gakko/

）、ま
た
は

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
立
看
護
専
門
学
校　
☎
53・
２
９
０
１
〕

大和高田市職員採用試験案内
令和２年度（令和3年春採用予定）

追加募集
■第1次試験
11月29日(日)　午前9時30分から
教養試験、専門試験(建築、土木、電気技術職

および保育士・幼稚園教諭）
※�事前に職場適応性検査を各自WEBで受けていただ
きます。

■第2次試験
1月実施予定（第1次試験合格者に通知）
個別面接
※保育士・幼稚園教諭は実技試験も実施

■受験手続方法
申込方法：郵送のみ　※持参不可

申込期間：11月18日(水)まで（必着）
申込書については、本市ホームページからのダウン
ロードをしてください（新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、市役所内での配布は行いません）。

募集職種および採用予定数
職　　種 採用予定人員

一般事務職（高校） ５人
情 報 処 理 技 術 職 ５人
建 築 技 術 職 ２人
土 木 技 術 職 ４人
電 気 技 術 職 １人
保育士・幼稚園教諭 ９人
保　　 健　　 師 ３人
診 療 情 報 管 理 士 １人

上記内容や受験資格など詳しくは
本市ホームページを確認してください。

大和高田市　採用

あなたの可能性を大和高田に!!
一緒にまちをつくっていきましょう。

〔大和高田市職員採用試験委員会(人事課内)　内線214〕
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９
月
30
日
㈬
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
大

和
高
田
営
業
所
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
ふ
ま
え
た
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
市
職
員
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
４
８
０
個
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

来
庁
さ
れ
た
営
業
所
長
の
大
平
宗し

ゅ
う
じ嗣

さ
ん
に
よ

る
と
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
社
内
で
集
め
ら
れ
た
も

の
で
、
保
険
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
自
治
体
な
ど

と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。谷

河
副
市
長
は
、「
心
温
ま
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
で
添
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

10
月
６
日
㈫
、
市
立
図
書
館
１
階
の
カ
ウ
ン

タ
ー
前
に
、
感
染
症
対
策
と
し
て
図
書
除
菌
機
を

設
置
し
、
同
日
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
除
菌
機
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
紫
外
線
で
除
菌
、
ア
ロ
マ

で
消
臭
を
行
い
、
同
時
に
風
を
当
て
て
、
本
に
挟

ま
っ
た
ご
み
を
取
り
除
き
ま
す
。

市
立
図
書
館
で
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

返
却
さ
れ
た
書
籍
な
ど
の
除
菌
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
自
ら
が
除
菌
機
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
安
心
し
て
読
書
を
楽
し
め
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

〔
市
立
図
書
館　
☎
52
・
３
４
２
４
〕

10
月
16
日
㈮
、「
大
和
高
田
市
と
大
和
高
田

市
内
郵
便
局
と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協

定
書
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
本
市
と
市
内
郵
便
局
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
で
協
力
・
連
携
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
活
動
や
災

害
発
生
時
の
協
力
強
化
や
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

推
進
に
向
け
た
相
互
協
力
な
ど
、
市
と
郵
便

局
の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

連
携
の
強
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
人
的
・
物
的
資
源
な
ど
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

10
月
１
日
㈭
、
灯
火
会
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
で
ど
け
い
）
か
ら
、
足
踏

み
式
消
毒
台
10
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

来
庁
さ
れ
た
実
行
委
員
会
会
長
の
谷
口
重
克

さ
ん
に
よ
る
と
、
毎
年
、
明
る
く
平
和
な
社
会

づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
の
趣
旨
で
「
灯
火
会

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
縮
小
開
催
と
な
る
中
、
そ
の
一
環
と
し

て
消
毒
台
を
寄
贈
、
自
治
体
で
の
感
染
症
対
策

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

堀
内
市
長
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。〔

秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
贈
呈

市
立
図
書
館
に
図
書
除
菌
機
を
設
置

市
と
郵
便
局
の
連
携
　
～
地
域
の
活
性
化
・
課
題
解
決
へ
～

足
踏
み
式
消
毒
台
10
台
を
寄
贈

谷河副市長と大和高田営業所の皆さん

図書除菌機で本を除菌

左から堀内市長、
中村智宏さん（奈良県中和地区連絡会統括局長）、

吉本政生さん（大和高田郵便局長）

左から堀内市長、
谷口重克さん（灯火会のつどい実行委員会）、

山下美祈恵さん（NPO法人うでどけい）

〔
企
画
政
策
部　
内
線
３
１
１
〕
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夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、性

犯
罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、犯
罪
と
な
る
行
為
を
含
む

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、女
性
に
対
す
る
暴
力

根
絶
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身

に
つ
け
た
り
、飾
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、家
庭
や

地
域
な
ど
か
ら
暴
力
を
な
く
し
、被
害
者
の
安

全
を
守
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
ま
す
。

◎「
女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
啓
発
パ
ネ
ル
展
」

▽
と
き　
11
月
９
日
㈪
～
27
日
㈮

▽
と
こ
ろ　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
展
示
期
間
の
変
更
、
ま
た
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

女
性
に
対
す
る

暴
力
根
絶
の
た
め
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

11
月
12
日
～
25
日

◎女性の暴力に関する相談窓口 ※相談無料・秘密厳守。まずは電話で相談してください。

相談機関・窓口 電 話 番 号 相　談　日　時

市人権施策課男女共同参画推進係 ☎ 22-1101（内線 287） 月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時 15分
※祝日、年末年始を除く

奈良県高田こども家庭相談センター ☎ 22-6079
◆電話相談　月～金曜日　午前 9時～午後 4時
◆面接相談　月～金曜日　午前 9時～午後 4時
（予約制）※祝日、年末年始を除く

奈良県中央こども家庭相談センター ☎ 0742-22-4083
◆電話相談　月～金曜日　午前 9時～午後 8時
◆面接相談　月～金曜日　午前 9時～午後 4時
（予約制）　※祝日、年末年始を除く

奈良県女性センター ☎ 0742-22-1240

◆電話相談・面接相談（予約制）
・火～金曜日　午前 9時 30分～午後 5時 30分
・土 曜 日　午前 9時 30分～午後 8時
・日曜日・祝日　午前 9時 30分～午後 5時
※上記午後 1時～ 2時、および休館日・年末年始を除く

◎緊急時は、110番通報してください。  〔人権施策課  内線287〕

女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

▷参加申込期間
　11月５日㈭午後１時～ 20日㈮午後 11時
▷�入札期間
　11月 27日㈮午後１時～ 29日㈰午後 11時
▷�ところ　Yahoo! 官公庁オークション (https://koubai.auctions.yahoo.co.jp/）

　入札における注意や、入札方法に関しては Yahoo! 官公庁オークションを見てください。
　また、出品状況は変更となる場合があるので、詳しくは、市ホームページを確認するか、下記へ問い合わせてください。
　�８月に実施されたインターネット公売の合計換価額は 27,990 円となりました。詳しくは、市ホームページを見て
ください。

〔収納対策室　内線 236〕

◎インターネット公売の実施〈動産〉

○動産 (一例 )
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手し
ゅ

話わ

を覚お
ぼ

え
ま
し
ょ
う

　
読
書
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
食
欲
の
秋
、
何
を
す
る
に
も
、

意
欲
的
に
な
る
季
節
で
す
。
あ
な
た
の
趣
味
は
何
で
す
か
。

　

今
月
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
手
話
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

〈
野
球
〉

　

左
ひ
だ
り

手て

２
指ゆ

び

の
輪わ(

球き
ゅ
う)

を
右み

ぎ

手て

人ひ
と

差さ

し
指ゆ

び
（
バ
ッ
ト
）
で
打う

つ
。

〈
卓
球
〉

　

左
ひ
だ
り

手て

２
指ゆ

び

の
輪わ(

球き
ゅ
う)

を
右み

ぎ

手て

甲こ
う

で

打う

っ
て
前ま

え
へ
出だ

す
。

〈
サ
ッ
カ
ー
〉

　

左
ひ
だ
り

手て

２
指ゆ

び

の
輪わ

を
ボ
ー
ル
に
見み

立た

て

右み
ぎ

手て

２
指ゆ

び

の
人ひ

と

差さ

し
指ゆ

び

で
蹴け

る
し
ぐ
さ

を
す
る
。

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

　
指ゆ

び
を
軽か

る
く
曲ま

げ
て
開ひ

ら
い
た
両

り
ょ
う

手て

の
手て

の

ひ
ら
を
前ま

え
に
向む

け
、
斜な

な
め
上う

え
へ
素す

早ば
や

く
上あ

げ
る
。

〈
水
泳
〉

　
右み

ぎ
手て

の
手て

の
ひ
ら
を
下し

た
に
し
た
右み

ぎ
手て

２

指ゆ
び

を
交こ

う
互ご

に
上

じ
ょ
う

下げ

さ
せ
な
が
ら
右み

ぎ
へ
移い

動ど
う

す
る
。

▽
会
員
数　
24
人

▽�
活
動
概
要　
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
、中

央
公
民
館
で
活
動
し
て
お
り
、市
を
少
し
で
も
よ
く

す
る
た
め
に
、身
近
な
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
、話
し

合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。例
え
ば
、救
急
医
療
、介
護
体

制
、防
災
体
制
の
充
実
そ
し
て
公
共
交
通
の
利
便
性
の

向
上
を
め
ざ
し
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

▽�

団
体
理
念　
「
地
域
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

み
ん
な
で
考
え
て
、住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
」を

め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
連
絡
先　
松
林

　
☎
０
９
０・３
２
８
６・５
２
４
４

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）に
登
録
し

て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介
し
ま
す（
順
不
同
）。

　
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、ま
た
は
興
味
の
あ
る

人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・３
２
１
０
〕

市
を
よ
く
す
る
会　
大
和
高
田

〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
４
〕

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
触
確
認
ア
プ
リ「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」

　
自
分
を
ま
も
り
、
大
切
な
人
を
ま
も
り
、
地
域
と

社
会
を
ま
も
る
た
め
に
、
接
触
確
認
ア
プ
リ
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

陽
性
者
（
１
メ
ー
ト
ル
以
内
、
15
分
以
上
）
と
の

接
触
し
た
可
能
性
を
ア
プ
リ
か
ら
通
知
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎�

利
用
者
は
、
陽
性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
が
分
か

る
こ
と
で
、
検
査
の
受
診
な
ど
保
健
所
の
サ
ポ
ー

ト
を
早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
近
接
通
信
機
能(

ブ
ル
ー

ト
ゥ
ー
ス)

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー

ト
ゥ
ー
ス
を
オ
フ
に
す
る
と
記
録
で
き
ま
せ
ん
。

※�

電
話
番
号
や
位
置
情
報
な
ど
個
人
が
特
定
さ
れ

る
情
報
は
記
録
せ
ず
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
接

触
し
た
の
か
は
互
い
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
対
策
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

接
触
確
認
ア
プ
リ
は
下
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
な

い
場
合
は
、App Store

ま
た
はG

oogle 
Play

で
「
接
触
確
認
ア
プ
リ
」
で
検
索
し
て

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

（
厚
生
労
働
省
よ
り
配
信
）

8 広報誌　　　　　　　2020年11月号



指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

　

８
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら
の
指

名
手
配
被
疑
者
は
約
６
３
０
人
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗
な

ど
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
傷
害
、
窃
盗
、

詐
欺
な
ど
の
事
件
で
指
名
手
配
さ
れ
て
お

り
、
再
犯
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被
疑

者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全
国
警

察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ

と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜
査
活
動
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
被
疑
者
に
よ

く
似
た
人
を
見
か
け
た
情
報
な
ど
、
わ
ず
か

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

指
名
手
配
被
疑
者
の
顔
写
真
な
ど
は
各

警
察
署
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

•�

高
田
警
察
署　
☎
22
・
０
１
１
０

•�

奈
良
県
警
察
本
部

　
☎
０
７
４
２
・
23
・
０
１
１
０

〔
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
１
〕

市
町
村
民
税
・
県
税
の

滞
納
整
理
強
化
期
間

　

自
主
財
源
で
あ
る
地
方
税
収
の
確
保
を

す
る
た
め
に
、
税
の
公
平
・
公
正
を
保
つ

必
要
が
あ
り
、
納
期
内
納
税
者
を
増
や
し
、

市
行
政
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
毎
年
11

月
・
12
月
を
「
市
町
村
民
税
・
県
税
の
滞

納
整
理
強
化
期
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

市
町
村
と
県
が
連
携
し
て
、
差
押
な
ど
滞

納
整
理
を
更
に
強
化
し
、
か
つ
集
中
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

◎
期
間
中
の
主
な
取
組

　
�

納
税
催
告
（
文
書
催
告
、
電
話
催
告
、
納

税
相
談
な
ど
）
の
強
化
、
大
口
滞
納
者
へ

の
滞
納
処
分
（
差
押
、
公
売
）
の
強
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
町
村
と
県
は
連

携
し
て
次
の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

【
市
町
村
と
県
が
連
携
し
た
取
組
】

　

�

近
鉄
主
要
駅
な
ど
へ
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
提
出

〔
収
納
対
策
室　
内
線
２
３
６
〕

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
向

上
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
に
お
い
て

広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
児
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示

▽
と
き　
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

▽
と
こ
ろ　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
鑑
み
て
、
入
賞
作
品
の
み
の
展
示
予

定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
消
防
フ
ェ
ス
タ
の
中
止
に
つ
い
て

　

毎
年
実
施
の
消
防
フ
ェ
ス
タ
は
、
多
数

の
来
場
者
が
予
定
さ
れ
、
感
染
症
対
策
を

十
分
に
行
う
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
今
回

は
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25
・
０
１
１
９
〕

犬
の
飼
い
主
さ
ん
へ
の

お
願
い

◎
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
市
役
所
環
境
衛

生
課
で
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

や
犬
が
死
亡
し
た
と
き
も
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

※�「
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条
」
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◎�
年
に
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

※�「
狂
犬
病
予
防
法
第
５
条
」
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
を
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

犬
を
登
録
す
る
と
鑑
札
を
、
ま
た
、
毎

年
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
と
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※�

飼
い
犬
が
、
迷
子
に
な
っ
た
と
き
に
鑑
札

や
注
射
済
票
の
番
号
で
、
飼
い
主
さ
ん
を

早
く
み
つ
け
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

※�「
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条
、
第
５
条
」
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

犬
を
飼
わ
れ
る
際
は
、
鎖
な
ど
で
つ
な

ぐ
か
、
し
っ
か
り
し
た
囲
い
の
中
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
散
歩
す
る
と
き
は
手
綱
を

放
さ
ず
、人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、リ
ー

ド
を
短
く
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

放
し
飼
い
、
リ
ー
ド
な
し
の
散
歩
は
「
奈

良
県
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
第
５
条
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
フ
ン

を
取
る
用
具
を
携
帯
し
、
必
ず
拾
っ
て
、

自
宅
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※�「
大
和
高
田
市
ポ
イ
捨
て
防
止
等
に
関
す

る
条
例
第
１
条
、
第
８
条
」
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕
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● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時〜午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線274　 0745-44-3117　※祝日、年末年始、昼休みを除く。要予約。
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後4 時 30 分

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階　☎ 22-0931　 ※祝日、年末年始を除く。

　
「
お
荷
物
を
配
達
し
ま
し
た
が
、
ご
不
在
だ
っ
た
の

で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。」
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
届
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
送
り
主

は
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
大
手
の
宅
配
事
業
者
名
や
、

大
手
通
販
サ
イ
ト
名
を
騙か
た

っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

荷
物
を
受
け
取
る
予
定
の
な
い
人
で
も
油
断
し
て
表

示
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
）
し
て
し
ま
い
そ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
実
在
す
る
組
織
を
騙
っ

て
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
暗
証
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
と
い
っ
た
個
人
情
報
を
搾
取
す

る
こ
と
」
を
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
と
い
い
ま
す
。「
緊

急
」
な
ど
と
せ
か
さ
れ
て
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
さ
せ

る
こ
と
で
本
物
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
そ
っ
く
り
に
作
ら

れ
た
偽
の
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
本
人
確
認
と
称
し

て
情
報
を
入
力
さ
せ
ま
す
。
盗
み
取
っ
た
情
報
は
不

正
使
用
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
、安
易
に
メ
ー

ル
に
表
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
す
る
の
は
危
険

で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

１
、�３
つ
の
基
本　
①
開
か
な
い　
②
タ
ッ
プ
し
な
い

③
入
力
し
な
い

２
、�事
業
者
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
は
、
一
旦
は
疑
っ

て
み
て
事
業
者
に
直
接
確
認
し
て
か
ら
開
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
、�不
在
時
に
荷
物
が
配
達
さ
れ
た
と
き
は
不
在
伝

票
が
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
宅
配
事

業
者
か
ら
不
在
通
知
や
荷
物
配
達
時
刻
の
連
絡

が
く
る
契
約
を
し
て
い
れ
ば
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー

ル
な
ど
で
通
知
が
届
き
ま
す
。

４
、�「
緊
急
」
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、
慌
て
て
タ
ッ
プ

す
る
の
は
危
険
で
す
。

５
、�携
帯
会
社
や
多
く
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
メ
ー

ル
の
有
害
情
報
な
ど
を
防
い
で
く
れ
る
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
携
帯
電
話
代
理
店
な
ど
で
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
設
定
で
き
な
い
か
、
と
相
談
し
て
み
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

６
、�最
近
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
、
金
融
機
関
の
個
人
口
座
か
ら
の
不
正
引
き

出
し
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
十
分
気
を
付
け

た
上
で
、
金
融
機
関
の
通
帳
は
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
の
メ
ー
ル
か
ら
の

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に

ご
注
意
！

「自己負担なく
住宅修理ができる」
という勧誘に注意

この前の台風で私の自宅が破
損したのですが、どうやら自己
負担なしでも修理できるみた
いです!

　　  そんなことができるの?

この前、業者が勧誘に来て、
「保険金で修繕ができるので、
実質無料です」とのことで、自
己負担なしでできるんですよ！

なるほど。でもよく考えてから
契約した方がいいよ。

どうしてですか?

保険金をもらうために壊れて
いないところをあえて壊され
たり、高額な手数料を取られ
たり、見積もりがずさんで保
険金が支払われなかったりと、
トラブルがかなり増えている
んだよ。

そうなんですか!?　やっぱりう
まい話には裏があるんですね…

すべての事業者ではないにし
ても悪質なケースが多いのは
間違いないね。
保険会社に対しての詐欺のよ
うなケースもあるし、不安なら
安易に契約しない方がいいよ。

そうですね…気をつけます。

あやしいかな、と思ったら、消費
生活センターに相談してね。
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
と

 

鼻
水
が
出
る
」

　

ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
な
ど
、熱

い
も
の
を
食
べ
る
と
鼻
水
が
出

て
困
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

熱
い
も
の
を
食
べ
る
と
鼻
水

が
出
る
の
は
体
の
防
御
反
応
で

す
。鼻
の
粘
膜
に
は
、吸
い
込
ん

だ
空
気
を
加
温・
加
湿
し
た
り
、

吐
き
出
す
空
気
の
温
度
を
下
げ

て
水
分
を
再
吸
収
す
る
な
ど
、鼻

の
中
の
温
度
や
湿
度
を
調
整
す

る
機
能
が
あ
り
ま
す
。脳
や
身
体

の
温
度
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
、

熱
い
空
気・
冷
た
い
空
気
が
鼻
か

ら
肺
に
直
接
入
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
調
節
し
て
い
る
の
で

す
。ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
と
熱
い

湯
気
が
鼻
に
入
っ
て
く
る
の
で
、

鼻
水
を
出
し
て
温
度
を
下
げ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

生
理
現
象
で
す
の
で
心
配
い

ら
な
い
の
で
す
が
、熱
い
も
の
を

食
べ
た
と
き
に
鼻
水
が
出
に
く

く
す
る
方
法
と
し
て
は
、（
１
）

あ
ら
か
じ
め
温
か
い
飲
み
物
な

ど
を
飲
ん
で
胃
を
温
め
て
か
ら

食
べ
る（
２
）早
食
い
を
し
な
い

（
３
）香
辛
料
の
使
用
を
控
え
る
、

な
ど
の
点
に
気
を
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
で
は
、花
粉
症
や
風
邪

で
も
な
い
の
に
よ
く
鼻
水
が
出

る
と
い
う
人
が
い
ま
す
。水
の
よ

う
な
サ
ラ
サ
ラ
し
た
鼻
水
で
、朝

起
き
た
直
後
や
食
事
中
に
よ
く

起
こ
り
ま
す
。「
老
人
性
鼻
漏
」と

い
い
、ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
と
き

に
鼻
水
が
出
る
の
と
同
じ
原
理

で
起
こ
り
ま
す
。加
齢
に
よ
り
鼻

の
粘
膜
の
機
能
が
低
下
し
、鼻
の

中
で
の
水
分
調
節
が
う
ま
く
い

か
ず
、大
量
の
鼻
水
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

39
～
40
℃
程
度
に
温
め
た
生

理
食
塩
水
を
用
い
て
鼻
洗
浄
を

し
て
み
た
り
、足
湯
や
マ
ス
ク
の

着
用
が
症
状
緩
和
に
役
立
ち
ま

す
。な
お
、こ
れ
か
ら
の
季
節
、寒

い
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
は

冷
た
い
空
気
が
刺
激
と
な
り
、か

え
っ
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、気
温
が
少
し
上

が
っ
て
か
ら
の
運
動
の
ほ
う
が

良
い
で
し
ょ
う
。

〔
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
〕

放
射
線
科
の
ご
紹
介

　

皆
さ
ん
は
「
ラ
ジ
エ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。「
こ
こ
に
写
真
を
武
器

に
命
を
救
お
う
と
す
る
者
た
ち
が

い
る
」、
こ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

如
く
、
Ｘ
線
を
用
い
た
撮
影
な
ど

で
病
変
を
写
す
診
療
放
射
線
技
師

と
、
画
像
診
断
を
す
る
放
射
線
科

医
の
活
躍
を
描
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
ド
ラ
マ
で
注
目
さ
れ
た
放
射

線
科
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
放
射
線
業
務
は
、
大
別
す
る
と

診
断
部
門
と
治
療
部
門
に
分
か

れ
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
診

断
部
門
に
は
、一
般
撮
影
、Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｘ
線
透
視
、
血
管
撮

影
、
核
医
学
撮
影
な
ど
の
検
査

装
置
が
あ
り
、
各
科
か
ら
の
依

頼
に
基
づ
き
診
療
放
射
線
技
師

が
撮
影
を
行
い
ま
す
。
そ
の
撮

影
さ
れ
た
膨
大
な
画
像
か
ら
、

診
断
医
が
病
気
の
発
見
や
診
断

を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
治
療
に

役
立
て
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま

す
。
診
断
部
門
は
、全
科
の
検
査・

画
像
診
断
を
行
う
縁
の
下
の
力

持
ち
的
存
在
で
す
。
今
年
４
月

よ
り
、
診
断
専
門
医
で
あ
る
城

根
部
長
の
常
勤
体
制
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
診
断
部

門
は
、
放
射
線
被
ば
く
の
低
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
放
射

線
検
査
で
は
、
極
少
量
の
被
ば

く
を
伴
い
ま
す
。
被
ば
く
の
事

が
心
配
で
検
査
を
受
け
ず
、
病

気
や
け
が
の
状
態
が
わ
か
ら
な

い
ま
ま
、
症
状
が
改
善
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
医
師
は
、
被
ば

く
の
リ
ス
ク
よ
り
も
、
得
ら
れ

る
利
益
が
大
き
い
と
判
断
し
て

放
射
線
検
査
を
行
い
ま
す
。
当

院
で
は
、
撮
影
線
量
の
見
直
し

を
行
い
、
国
の
基
準
値
を
下
回

る
最
適
な
線
量
で
撮
影
を
行
っ

て
い
ま
す
。
放
射
線
検
査
に
よ

り
健
康
被
害
が
発
生
す
る
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
治
療
部
門
で
は
、
リ
ニ

ア
ッ
ク
装
置
を
用
い
た
が
ん
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
放
射

線
治
療
は
、
放
射
線
治
療
専
門
医

で
あ
る
横
川
部
長
、
松
浦
医
師
を

先
頭
に
、
医
学
物
理
士
、
診
療
放

射
線
技
師
、
看
護
師
、
事
務
職
が

一
丸
と
な
り
、
患
者
さ
ん
と
共
に

が
ん
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
左

乳
房
に
対
す
る
深
吸
気
息
止
め
法

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
従

来
の
方
法
に
比
べ
、
心
臓
へ
の
線

量
を
低
減
す
る
診
療
報
酬
に
認
め

ら
れ
た
新
た
な
技
術
で
す
。
今
後

の
心
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
従

来
法
と
異
な
り
、
深
く
息
を
吸
っ

て
息
止
め
し
た
ま
ま
治
療
を
行
い

ま
す
が
、
事
前
の
息
止
め
練
習
を

充
分
に
行
い
、
安
心
し
て
治
療
に

臨
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
当
院
で

は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最

適
な
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
日
々
創
意
工
夫
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

放
射
線
科
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
安
心
し
て
最
適
な
検
査
・
治

療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
、
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

大
和
高
田
市
立
病
院

放
射
線
技
術
科　
技
師
長　

四
俵　
敬

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕
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今
年
度
開
催
予
定
で
あ
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
に
は
、

桜
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、

世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
吉
岡
徳
仁

さ
ん
。
東
京
で
の
開
催
決
定
は
平

成
25
年
の
こ
と
で
、
そ
の
２
年
前

に
は
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま

し
た
。
被
災
地
を
訪
れ
、
子
ど
も

た
ち
と
絵
を
描
い
た
経
験
の
あ
る

吉
岡
さ
ん
は
、
被
災
地
の
方
々
が

元
気
に
な
れ
る
も
の
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
、「
桜
が
開
花
す
る
と
、

国
中
が
沸
き
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
る
。
そ
ん
な
聖
火
リ
レ
ー
と
な

る
ト
ー
チ
に
し
た
い
」
と
い
う
思

い
で
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

人
が
持
っ
て
走
る
の
で
軽
く
な
く

て
は
い
け
な
い
と
、
素
材
に
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
を
使
い
、
そ
の
約
３
割

に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
仮
設
住

宅
８
２
４
戸
の
廃
材
を
約
４
ト
ン

集
め
て
再
利
用
し
ま
し
た
。「
被
災

地
が
立
ち
上
が
る
姿
を
世
界
に
見

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
復
興
へ

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
、
被
災
地
で
は
、
開
催
が

決
ま
っ
て
か
ら
作
業
員
不
足
や
工

事
費
用
の
値
上
げ
に
苦
し
み
、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
復
興
を
遅
ら
せ
て

い
る
」
と
憤
慨
す
る
声
も
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
復
興
が
ま
だ
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
復
興
支
援
の
声

も
薄
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
に
よ
る

支
援
や
、
特
産
品
の
購
入
な
ど
私

た
ち
に
で
き
る
支
援
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
、
大
和
高
田
市
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
桜
ま
つ
り
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
私
が
知
る
中
で
初
め
て
の

中
止
で
す
。
24
年
前
、
私
が
大
和

高
田
市
に
勤
め
て
初
め
て
の
春
、

高
田
川
沿
い
に
連
な
っ
て
咲
く
桜

と
露
店
、
賑
わ
う
人
々
を
見
て
興

奮
し
た
の
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
の

美
し
さ
も
格
別
で
し
た
。
中
止
に

な
っ
て
も
、
桜
は
今
年
も
満
開
で

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
を
願
う
と
と
も
に
被

災
地
復
興
へ
の
願
い
も
込
め
て
、

い
つ
か
満
開
に
咲
く
桜
を
、
心
か

ら
美
し
い
と
思
え
る
、
そ
し
て
、

桜
の
ト
ー
チ
を
見
て
心
を
躍お

ど

ら
せ

る
、
そ
の
日
の
た
め
に
、
今
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

212

桜
の
ト
ー
チ
に
込
め
ら
れ
た
想
い

　

今こ
ん
か
い回

は
、
失
し
っ
し
ょ
く

職
し
た
こ
と
で

生せ
い
か
つ活

が
困
こ
ん
き
ゅ
う

窮
し
た
Ｕ
さ
ん
の
お

話は
な
しで

す
。

　

Ｕ
さ
ん
は
障し
ょ
うが

い
が
あ
り
、

一ひ
と
り人

で
生せ
い
か
つ活

を
し
な
が
ら
Ａ
型が
た

事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
で
働は
た
らい

て
い
ま
し
た
が
、

本ほ
ん
に
ん人

の
都つ
ご
う合

で
退た
い
し
ょ
く職

し
ま
し

た
。
Ａ
型が
た

事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
と
は
、
障し
ょ
うが

い
や
病び
ょ
う
き気

に
理り
か
い解

の
あ
る
職し
ょ
く
ば場

ス
タ
ッ
フ
が
、
障し
ょ
うが

い
な
ど
が

あ
る
人ひ
と

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
で
す
。
障
し
ょ
う
が
い害

年ね
ん
き
ん金

と

就し
ゅ
う
ろ
う労

収し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
で
生せ
い
か
つ活

し
て
い
ま
し

た
が
、
失
し
っ
し
ょ
く

職
し
た
こ
と
で
生せ
い
か
つ活

が
苦く
る

し
く
な
り
、
相そ
う
だ
ん談

に
来き

て

く
れ
ま
し
た
。

　

Ｕ
さ
ん
は
、
一ひ
と
り人

で
就
し
ゅ
う
し
ょ
く職

活か
つ
ど
う動

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
就
し
ゅ
う
し
ょ
く
さ
き

職
先
を
見み

つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

相そ
う
だ
ん
い
ん

談
員
は
ま
ず
、
当と
う
め
ん面

の
生せ
い
か
つ活

資し
き
ん金

の
た
め
に
、
社し
ゃ
か
い会

福ふ
く
し
き
ょ
う

祉
協

議ぎ
か
い会

で
の
貸か
し
つ
け付

を
行お
こ
ない

ま
し
た
。

　

就
し
ゅ
う
し
ょ
く職

活か
つ
ど
う動

は
、
Ｕ
さ
ん
の

身し
ん
た
い体

状じ
ょ
う
き
ょ
う

況
を
考か
ん
がえ

、
ど
の
よ
う

な
作さ
ぎ
ょ
う業

が
で
き
る
か
聞き

き
取と

り
、

就し
ゅ
う
ろ
う労

継け
い
ぞ
く続

支し
え
ん援

の
Ａ
型が
た

事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所

の
見け
ん
が
く学

と
面め
ん
せ
つ接

に
も
同ど
う
こ
う行

し
ま

し
た
。
面め
ん
せ
つ接

の
結け
っ
か果

、
Ｕ
さ
ん

は
採さ
い
よ
う用

と
な
り
ま
し
た
。
Ｕ
さ

ん
は
、
金き
ん
せ
ん銭

管か
ん
り理

が
う
ま
く
で

き
ず
、
公
こ
う
き
ょ
う共

料り
ょ
う
き
ん

金
な
ど
の
支し
は
ら払

い
も
遅お
く

れ
て
い
た
た
め
、
支し
は
ら払

い
の
予よ
て
い定

を
計け
い
か
く画

を
す
る
こ
と

な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
、
就
し
ゅ
う
ろ
う労

状じ
ょ
う
き
ょ
う況

を
確か
く
に
ん認

し
な
が
ら
自じ
り
つ立

で
き
る

ま
で
支し
え
ん援

し
ま
し
た
。

　

生せ
い
か
つ活

に
困こ
ま

っ
て
い
る
人ひ
と

、
頼た
よ

る
人ひ
と

が
い
な
い
人ひ
と

は
、
ぜ
ひ

当と
う
か
か
り

係
に
相そ
う
だ
ん談

に
き
て
く
だ
さ
い
。

自じ
り
つ立

を
め
ざ
し
て
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
支し
え
ん援

し
て
い
き
ま
す
。

　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

、
家か
ぞ
く族

の
こ
と
、

地ち
い
き域

で
気き

に
な
る
人ひ
と

や
子こ

ど
も

の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い
ち
ど度

お
話は
な
しを

聴き

か
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。
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一般書

電子図書館 新着コンテンツ

新着図書のご案内

11 月のおはなし会 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、11月に予定されていた「お
はなし会」「おはなし会きらら」「えほんのよみきかせ」を中止します。ご了
承ください。

ミュージアムを知ろう 横山 佐紀／著 ぺりかん社
老人ホーム八年間の暮らし 菅野 国春／著 展望社
400 年生きるサメ、4 万年生きる植物 大島 靖美／著 化学同人
看護の現場ですぐに役立つ新生児看護のキホン 菅野 さやか／編著 秀和システム
賞状の書き方  前田 篤信／著 日貿出版社

児童書
小学生でも知っておくべき！お金のはなし 大谷 清文／文 辰巳出版
はっけん！ニホンヤモリ 関 慎太郎／写真 緑書房
スマホとゲーム障害 内海 裕美／監修 少年写真新聞社
ひょうたんとかえる 殿内 真帆／絵 鈴木出版
これがぼくらにぴったり！ アーノルド・ローベル／絵 好学社

不安のしずめ方 加藤 諦三／著 PHP 研究所
「不機嫌」になる心理  加藤 諦三／著 PHP 研究所
るるぶ伊豆　'21 JTB パブリッシング
未来に役立つ 8 つの力が育つ
週末体験あそび JTB パブリッシング

老筋トレ 枝光 聖人／監修 法研
「うまい！」を叶えるおいしいひと手間 片山 英喬／著 中日新聞社
ひとり分の和食 ベターホーム協会／編集 ベターホーム協会
かわいい mizutama 文房具。 mizutama ／著 G.B.
ゾンビのトリセツ リビングデッド調査班／著 インプレス
フェイクニュースがあふれる世界に
生きる君たちへ 森 達也／著 ミツイパブリッシング

展示のご案内
玄関展示
「LLブック（やさしくわかりやすく書かれている本）」をテーマに、LLブックやデイジー図書（デジタル録音図書）などバ
リアフリー関連図書を展示しています。館内でデイジーを体験するためのタブレットも設置しています。
仕事に行ってきます 埼玉福祉会出版部
わたしのかぞく LL ブック ( やさしく読める本 )制作グループ／編 樹村房
さんびきのこぶた なかがわ　だいすけ／絵 埼玉福祉会

一般展示
「おうちでカフェ気分」をテーマに、ステイホームにピッタリなくつろぎの本を展示しています。おうち時間を楽しみた
い人におすすめです。
おいしい珈琲を自宅で淹れる本 富田　佐奈栄／著 主婦の友社
世界のホットドリンク プチグラパブリッシング
コーヒーと恋愛 獅子　文六／著 筑摩書房

児童展示
「本で世界を旅しよう！」をテーマに、世界中の昔話えほんやものがたりをたくさん展示しています。いろんな国へレッ
ツゴー！
ビッグピクチャーアトラス エミリー・ボーン／文 宝島社
シンドバッドの冒険 吉本　直志郎／文 ポプラ社
旅の絵本 安野　光雅／絵 福音館書店

〔市立図書館　☎52-3424〕
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１

行政相談 原則第４火曜日
詳しくは、問い合わせてください。午後１時～ ４時 総合福祉会館 広報広聴課☎２２－１１０１

中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月〜金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２2－2035

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談（要予約） 第4水曜日 午後１時～ ４時１０分 営繕住宅課☎２２－１１０１平日の午前9時～午後5時の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８平日(火曜日を除く)の午前9時～午後4時の間に予約、問い合わせ
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更等になる場合があります。
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